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みんなで奏でる　
“にぎわい・やすらぎ・きらめき”のハーモニー



　

平
成
25
年
度
は
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
期
間
10
年
を
折
り
返
す
節
目
の
年
で
す
。
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
施
策

に
つ
い
て
も
再
検
証
し
、
将
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
奏
で
る〝
に
ぎ
わ
い・や
す
ら
ぎ・き
ら
め
き
〞の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
指
し
て

平
成
25
年
度 

当
初
予
算

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
額
は
、

3
4
1
億
3
9
0
0
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
6
・
1
％
、
19

億
7
6
0
0
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
す
。
主
な
要
因
と
し
て
、
石
和

温
泉
駅
周
辺
整
備
事
業
や
本
庁
舎

等
耐
震
改
修
事
業
な
ど
の
普
通
建

設
事
業
な
ど
投
資
的
な
事
業
や
御

坂
浄
・
配
水
場
建
設
等
に
伴
う
水

道
事
業
へ
の
出
資
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
子
育
て
支
援
と
し
て
子

ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
事
業

の
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
充
し
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
基
盤
整
備
を
推
進
す
る

中
で
、
引
き
続
き
大
型
建
設
事
業

費
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
多
機
能

ア
リ
ー
ナ
の
建
設
中
止
や
、
バ
イ

オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
凍
結

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、
市
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
公
共

施
設
や
通
学
路
の
安
全
対
策
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
災
害
危
険
地

域
へ
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

機
の
整
備
な
ど
、
防
災
対
策
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
面
で
は
、
新
た
に

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
、
水
ぼ
う
そ
う
の
予
防
接
種
へ

の
助
成
を
他
市
に
先
駆
け
拡
充
。

さ
ら
に
、
教
育
・
文
化
面
は
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
石
和

中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
な
ど
、

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、
国
民

文
化
祭
に
お
け
る
俳
句
大
会
な
ど

の
開
催
経
費
や
、
全
国
高
校
総
体

へ
の
準
備
経
費
な
ど
、
ソ
フ
ト
事

業
に
お
い
て
も
重
点
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

▼
歳
入

　

地
方
交
付
税
が
92
億
3
3
0
0

万
円
で
、
前
年
比
2
・
1
%
の
増
、

歳
入
全
体
の
27
%
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

つ
い
で
、
市
税
が
84
億
７
９
５

１
万
円
で
、
1
・
8
%
の
減
、
歳

入
の
24
・
8
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
い
で
、
市
債
が
、
普
通
建
設
事

業
に
伴
う
合
併
特
例
債
の
発
行
に

よ
り
、
前
年
比
16
・
8
％
、
9
億

6
0
5
0
万
円
の
増
に
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
税
、
分
担
金
及

び
負
担
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
前

年
比
で
2
・
０
%
の
減
、
全
体
の

31
・
７
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
歳
出

　

民
生
費
が
全
体
の
28
・
9
％
で
、

98
億
7
9
5
7
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
い
で
、
土
木
費
が
19
・

9
％
で
、
67
億
8
5
1
３
万
円
で

す
。
砂
原
橋
架
替
事
業
、
市
道
の

改
良
や
通
学
路
お
よ
び
橋
梁
・
道

路
施
設
に
か
か
る
道
路
維
持
管
理

事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

内　
　
　

訳

内
訳

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

特別会計

企業会計

水道事業

春日居地区温泉給湯事業

介護サービス特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道特別会計

農業集落排水特別会計

簡易水道特別会計

財産区

特別会計・企業会計予算

会計名称 25年度当初
予算額

前年度
当初予算の
増減割合

185億3,671万円

86億1,733万円

53億1,286万円

1,656万円

13億4,068万円

31億4,085万円

4,717万円

1,804万円

4,322万円

48億7,480万円

48億19万円

7,461万円

2.96%

2.18%

0.92%

△ 7.94%

△ 1.73%

11.74%

△ 8.39%

12.64%

△ 0.39%

15.15%

15.29%

7.00%

目的別予算歳出概要 歳出

性質別経費の内訳

福祉・教育・商工など、どんな目的でお金を
使うのか  

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

2億3,373万円
38億4,813万円
98億7,957万円
32億2,070万円

1,267万円
14億3,652万円
3億4,631万円
67億8,513万円
12億8,234万円
27億6,463万円

5万円
42億8,988万円

934万円
3,000万円

△10.5%
0.6%

△0.1%
8.6%

△0.1%
△8.1%
△3.3%
17.1%
24.2%
18.9%
0%
5.3%

△74.6%
50.0%

款名称 25年度予算 当初増減
割合

人件費、建設費、借金返済など、どんな経費に
お金を使うのか

国が、全国どの市町村に住んでも一定水準の行政サービスが受けられるよう、自治体の財政規模など一定基準により、交付するもの
市民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、都市計画税など
市が、学校や庁舎などの公共施設の整備に充てるために国や金融機関などから調達する借入金
国が、市と共同で行う事業について、予め負担割合を定めて支出するもの
一般会計、特別会計および基金の間で、相互に資金運用をするもの
市の行う事業により利益を受ける方から、その受益を限度として徴収するもの。保育園の保育料などがあります。
福祉、医療、保育など
市債の元金・利子や一時借入金の利子を支払うための経費
庁舎管理、戸籍事務、選挙費用など
健診、予防接種、ゴミ処理など
職員などに対する給与、報酬
人件費、扶助費、補助金等以外の消費的性質の経費
社会福祉や老人・児童福祉など安定した社会生活の保障に要する経費
各種団体に対する負担金・補助金および交付金等の経費
道路、橋りょうなどの建設事業の経費で、国から補助を受けて実施する事業に要する経費
道路、橋りょうなどの建設事業に要する経費で、国から補助を受けることなく独自の財源で任意に実施する事業に要する経費
災害によって被害を受けた施設などを原形に復旧するための事業に要する経費
一般会計から特別会計へ基準に基づき支出するお金

歳　
　

入

歳　
　

出

その他

地方交付税
市税
市債
国庫支出金
繰入金
分担金及び負担金
民生費
公債費
総務費
衛生費
人件費
物件費
扶助費
補助費
普通建設（補助事業）
普通建設（単独事業）
災害復旧費
繰出金

目的別

消費的経費

投資的経費

用　　語 説　　　　　明

 

平
成
25
年
度 
一般
会
計
予
算
構
成

歳入
その他
16億5,313万円、5.0%
（＋1,005万円、＋0.6％）

市　税
84億7,951万円、24.8%
（△1億5,113万円、△1.8％）

市　債
66億8,730万円、19.6%
（＋9億6,050万円、＋16.8％）

分担金及び負担金
8億6,084万円、2.5%
（＋409万円、＋0.5％）

繰入金
10億80万円、2.9%
（＋１億2,438万円、＋14.2％）

県支出金
20億6,425万円、6.0%
（＋4億152万円、＋24.１％）

国庫支出金
41億6,017万円、12.2%
（＋4億3,559万円、＋11.7％）
41億6,017万円、12.2%
（＋4億3,559万円、＋11.7％）

地方交付税
92億3,300万円、27.0%
（＋1億9,100万円、＋2.1％）

歳入総額
341億3,900万円

歳出総額
341億3,900万円

民生費
98億7,957万円、28.9%
（△1,176万円）

総務費
38億4,813万円、11.3%
（＋2,195万円）
38億4,813万円、11.3%
（＋2,195万円）

教育費
27億6,463万円、8.1%
（＋4億3,877万円）

その他
6億3,210万円、1.8%
（△5,671万円）

農林水産業費
14億3,652万円、4.2%
（△１億2,738万円）

消防費
12億8,234万円、3.8%
（＋2億5,013万円）

衛生費
32億2,070万円、9.4%
（＋2億5,435万円）
32億2,070万円、9.4%
（＋2億5,435万円）

公債費
42億8,988万円、12.6%
（＋2億1,648万円）
42億8,988万円、12.6%
（＋2億1,648万円）

土木費
67億8,513万円、19.9%
（＋9億9,017万円）

消費的経費 50.2％
171億2,826万円
投資的経費 21.2％
72億5,381万円
その他 28.6％
97億5,693万円

物件費
 45億1,825万円、13.2%
（△2億2,843万円、△4.8％）

扶助費 
54億8,324万円、16.1%
（＋1億9,439万円、＋3.7％）

補助費 
26億1,450万円、7.7%
（△1億1,419万円、△4.2％）

その他 
12億8,512万円、3.7%
（＋1億6,227万円、＋14.4％）

人件費 
45億1,227万円、13.2%
（△1億4,161万円、△3.0％）

普通建設　単独 
42億5,688万円、12.5%
（＋10億5,198万円、＋32.8％）

普通建設　補助 
29億9,687万円、8.8%
（＋8億7,423万円、＋41.2％）

繰出金 
41億8,194万円、12.2%
（△3,912万円、△0.9％）

公債費 
42億8,988万円、12.6%
（＋2億1,648万円、＋5.3％）

災害復旧費 
5万円、0.0%
（±０）

消費的
経費 

投資的
経費

その他

※（　）内の数値は対前年度増減
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北側イメージ 石和温泉駅イメージ（南側）

石和温泉駅周辺整備事業
【市の玄関口にふさわしい顔づくり】
7億2,780万円
石和温泉駅の改築は、南北自由通路の
建設および駅舎建て替えに着手します。

景
観
形
成
推
進
事
業
【
ふ
る
さ
と
を

誇
る
風
景
づ
く
り
】（
ま
ち
づ
く
り

整
備
課
）
6
3
0
万
円

　

景
観
計
画
の
策
定
・
景
観
条
例
の
制

定
を
機
に
、
市
民
意
識
の
気
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

り
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
景
観

の
保
全
に
努
め
ま
す
。

道
路
維
持
管
理
事
業
【
生
活
上
の
基

礎
的
な
基
盤
整
備
】（
土
木
課
）

4
億
6
5
2
1
万
円

　

市
道
の
維
持
管
理
お
よ
び
地
区
要
望

に
よ
り
市
道
を
改
良
す
る
ほ
か
、
平
成

25
年
度
か
ら
は
、
橋
梁
・
道
路
施
設
の

長
寿
命
化
の
た
め
に
、
国
の
補
助
を
受

け
実
施
計
画
の
策
定
等
を
行
い
ま
す
。

市
営
バ
ス
運
行
事
業
【
公
共
交
通
網

の
整
備
】（
経
営
企
画
課
）

3
6
6
5
万
円

　

公
共
交
通
の
空
白
地
域
に
、
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
「
一
宮
循
環
バ
ス
」、

「
境
川
巡
回
バ
ス
」、「
芦
川
バ
ス
」
の

3
路
線
で
市
営
バ
ス
を
運
行
す
る
ほ

か
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
「
み
さ
か

ル
ー
ト
」、「
ふ
じ
み
ル
ー
ト
」
の
2
路

線
で
運
行
し
ま
す
。

砂
原
橋
架
替
事
業
（
土
木
課
）

1
1
億
4
9
6
万
円

　

石
和
町
砂
原
地
区
と
八
代
町
増
利
地

区
を
結
ぶ
既
存
の
砂
原
橋
の
架
け
替
え

を
行
い
ま
す
。
下
部
工
は
、
平
成
23
年

度
か
ら
着
手
し
、
平
成
25
年
度
前
期
で

完
了
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
上
部
架
設

工
、
床
版
工
、
一
部
取
り
付
け
道
路
工

事
を
行
い
、
併
せ
て
用
地
買
収
を
行
い

ま
す
。

（
仮
称
）
笛
吹
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
道
路
整
備
（
土
木
課
）

1
億
1
5
0
0
万
円

　

中
央
自
動
車
道
の
八
代
町
南
地
内
に

ス
マ
ー
ト
I
C
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴

い
、
周
辺
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

平
成
24
年
4
月
に
国
か
ら
の
連
結
許
可

を
受
け
、
地
元
説
明
会
、
測
量
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
実
施
設

計
、
用
地
買
収
を
行
い
、
一
部
道
路
改

良
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

友
好
都
市
親
善
交
流
事
業
【
国
際
交

流
視
察
事
業
】（
経
営
企
画
課
）

7
0
0
万
円

　

国
際
友
好
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
バ

ー
ト
・
メ
ル
ゲ
ン
ト
ハ
イ
ム
市
と
フ
ラ

ン
ス
の
ニ
ュ
イ
・
サ
ン
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
市
、

中
国
の
肥
城
市
と
国
際
交
流
を
促
進
し

ま
す
。

　
観
光
宣
伝
事
業
（
観
光
商
工
課
）

2
8
0
8
万
円

　

経
済
発
展
を
後
押
し
す
る
た
め
、
市

内
で
行
う
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
、
ま
た
電

車
・
高
速
バ
ス
に
広
告
を
掲
載
し
た
り

車
内
放
送
を
実
施
す
る
な
ど
、
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
宣
伝
活
動
を
行

い
ま
す
。

観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業（
観
光
商
工
課
）

8
8
5
1
万
円

　

年
間
を
通
し
て
、
多
く
の
観
光
客
が

誘
客
で
き
る
よ
う
、
桃
の
花
ま
つ
り
や

笛
吹
川
石
和
鵜
飼
、
甲
斐
い
ち
の
み
や

大
文
字
焼
き
、
花
火
大
会
、
ぶ
ど
う
エ

キ
ス
ポ
、
ハ
ウ
ス
桃
園
の
花
見
の
実
施

な
ど
、
観
光
関
連
団
体
と
連
携
し
P
R

活
動
を
行
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
支
援
【
新
た
な
農
業
の

担
い
手
の
確
保
】（
農
林
振
興
課
）

1
4
8
0
万
円

　

30
歳
未
満
の
新
規
就
農
農
業
後
継
者

（
専
従
者
）
に
1
世
帯
あ
た
り
月
額
3

万
円
が
最
大
5
年
間
交
付
さ
れ
ま
す
。

45
歳
未
満
の
新
規
就
農
に
よ
る
経
営
者

で
、
I
タ
ー
ン
の
場
合
は
1
世
帯
あ
た

り
年
額
1
0
0
万
円
、
U
タ
ー
ン
の
場

合
は
1
世
帯
あ
た
り
年
額
50
万
円
が
2

年
間
交
付
さ
れ
ま
す
。

地
産
地
消
推
進
事
業
【
農
業
経
営
の

支
援
】（
農
林
振
興
課
）

8
9
8
万
円

　

地
域
農
業
の
活
性
化
と
新
た
な
販
売

ル
ー
ト
の
確
保
の
た
め
、
地
元
で
収
穫

さ
れ
た
安
全
で
安
心
な
農
産
物
を
地
元

の
消
費
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
内
に
農
産
物
直
売
所
を
４
カ
所
、

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
を
2
カ
所
設
置

し
て
「
食
」
の
地
産
地
消
を
推
進
し
ま

す
。

上
芦
川
地
域
原
風
景
復
活
保
存
事
業

【
点
在
す
る
資
源
を
整
備
し
原
風
景

を
復
活
さ
せ
、
県
内
外
か
ら
の
集
客

を
図
る
】（
芦
川
支
所
）

1
0
7
5
万
円

　

上
芦
川
地
域
に
点
在
す
る
資
源
（
茅
葺

の
古
民
家
、
水
車
小
屋
、
道
水
路
等
）

を
整
備
し
、
原

風
景
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
に
よ

り
、
訪
れ
る
多

く
の
人
々
に
安

ら
ぎ
の
気
持
ち

を
与
え
な
が

ら
、
併
せ
て
地

域
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

商
工
関
係
団
体
補
助
費

【
企
業
立
地
推
進
助
成
金
事
業
】

【
東
北
太
平
洋
沖
地
震
対
策
資
金
利

子
補
給
事
業
】（
観
光
商
工
課
）

7
8
0
万
円

　

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
笛
吹
市
商
工
会
の
実
施
す
る
各
種
事

業
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
補
助

○
企
業
立
地
活
動
へ
の
補
助

○
東
北
太
平
洋
沖
地
震
対
策
資
金
の
利

子
補
助

○
笛
吹
市
工
業
誘
致
奨
励
条
例
に
基
づ

く
、
固
定
資
産
税
相
当
分
範
囲
内
で

の
補
助

実
り
多
い
産
業
と
、

人
々
の
集
う
ま
ち
づ
く
り

実
り
多
い
産
業
と
、

人
々
の
集
う
ま
ち
づ
く
り

　

美
し
い
地
域
環
境
と
有
利
な
位
置
条
件
を
活
か
し
、
人
や
も
の
、
情
報
等
の
交

流
を
促
進
し
、
こ
こ
に
住
み
、
働
き
、
集
う
と
い
っ
た
市
民
生
活
の
活
気
と
地
域

の
経
済
力
を
高
め
、
来
訪
者
と
と
も
に
市
民
の
夢
や
価
値
が
創
り
出
せ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
土
地

利
用
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
行
き
交
う
道
路
・
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

人
々
の
交
流
を
盛
ん
に
す
る

し
く
み
づ
く
り

も
て
な
し
の
心
が
あ
ふ
れ
る

観
光
地
づ
く
り

活
力
あ
る
地
域
経
済
づ
く
り

桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
を
誇
れ
る
魅
力

的
で
安
定
的
な
農
林
業
づ
く
り

か
や
ぶ
き
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防
災
行
政
無
線
整
備
【
防
災
放
送
設

備
維
持
管
理
】（
総
務
課
）

3
8
1
1
万
円

　

防
災
行
政
無
線
は
平
成
24
年
4
月
か

ら
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
統
合
が
完
了
し

て
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
災
害
情

報
、
不
明
者
の
捜
索
、
気
象
情
報
を
提

供
す
る
た
め
の
緊
急
放
送
や
平
常
時
の

行
政
情
報
の
伝
達
手
段
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
維
持
管
理
を
行
い
、
難
聴
地

域
へ
の
戸
別
受
信
機
の
設
置
を
行
い
ま

す
。

木
造
個
人
住
宅
耐
震
化
支
援
事
業

【
地
震
に
強
い
家
を
目
指
す
】

（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
）1
8
4
8
万
円

　

本
市
は
、
東
海
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
大
き
な
地
震
災
害
を
受
け
る
恐
れ

が
あ
る
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
震
に
よ
り
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
古
い
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
が
市
内
に
多
数
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
耐
震
化
の
促
進
が
必
要
で
す
。
平

成
25
年
度
に
は
、
耐
震
改
修
補
助
10
戸
、

耐
震
建
替
補
助
20
戸
、
シ
ェ
ル
タ
設
置

補
助
2
戸
等
を
行
い
ま
す
。

本
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
（
管
財
課
）

6
億
6
9
7
7
万
円

　

本
庁
舎
東
側
は
、
新
耐
震
基
準
以
前

の
建
物
で
電
気
・
機
械
設
備
の
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
災

害
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置

す
る
た
め
高
い
耐
震
性
能
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
庁
舎
の
耐
震
補
強
工

事
を
行
い
安
全
で
災
害
時
の
拠
点
と
な

る
建
物
と
す
る
と
と
も
に
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
と
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
ま
す
。

消
防
施
設
整
備
【
消
防
防
災
施
設
の

設
置
・
管
理
】（
総
務
課
）

1
億
7
0
8
7
万
円

　

消
防
防
災
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
行

う
た
め
の
消
防
施
設
と
し
て
消
火
栓
・

防
火
水
槽
の
設
置
、
消
防
車
両
の
配

備
・
詰
所
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
施
設
の
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
。

火
災
予
防
啓
発
事
務
（
消
防
本
部
）

   70
万
円

　

火
災
予
防
運
動
等
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
、
市
民
に
防
火
意
識
・
対

策
の
必
要
性
を
啓
発
し
ま
す
。
併
せ

て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
促

し
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
住
宅
火
災

に
よ
る
死
傷
者
お
よ
び
被
害
の
軽
減
を

目
指
し
ま
す
。

非
常
備
消
防
支
援
事
務

（
消
防
本
部
）

   28
万
円

　

地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る
消
防
団
員

へ
の
各
種
訓
練
指
導
等
を
通
じ
て
、
基

礎
消
防
技
術
お
よ
び
災
害
対
応
能
力
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
消
防
団
の
組

織
力
お
よ
び
地
域
防
災
力
の
更
な
る
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

救
急
通
信
事
業
（
消
防
本
部
）

5
4
2
万
円

　

傷
病
者
の
「
救
命
率
」
向
上
の
た
め
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
市
民
の
一
人
ひ

と
り
が
適
切
な
「
応
急
処
置
」
が
で
き

る
よ
う
応
急
手
当
の
普
及
活
動
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
真
に
緊
急
を
要
す
る
方
の
た

め
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を
呼
び
か

け
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
事
業

【
高
齢
者
と
自
転
車
の
事
故
防
止
】

（
市
民
活
動
支
援
課
）

   82
万
円

　

こ
こ
数
年
、
交
通
事
故
発
生
件
数
と

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
、
全
国
的

に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

者
や
自
転
車
に
関
わ
る
交
通
事
故
に
つ

い
て
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
交
通
弱
者

（
幼
児
・
高
齢
者
な
ど
）
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
に
、
世
代
別
に
交
通
安

全
に
つ
い
て
啓
発
や
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

第
１
次
拡
張
事
業
【
御
坂
浄
・
配
水

場
建
設
事
業
】【
境
川
関
連
送
・
配

水
管
整
備
事
業
】（
水
道
課
）

   23
億
5
6
2
8
万
円

　

御
坂
浄
・
配
水
場
建
設
事
業
は
、
平

成
24
年
度
と
25
年
度
の
継
続
事
業
と
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

　

御
坂
町
下
黒
駒
地
内
に
計
画
浄
水

量
、
日
量
8
0
9
0
㎥
の
浄
水
場
建
設
、

下
野
原
地
内
に
貯
水
量
２
０
０
０
㎥
の

配
水
場
建
設
お
よ
び
浄
水
場
と
配
水
場

を
結
ぶ
送
水
管
や
配
水
管
の
布
設
を
行

い
ま
す
。
境
川
関
連
送
・
配
水
管
整
備

事
業
は
、
送
水
管
を
砂
原
橋
に
添
架
お

よ
び
取
り
付
け
道
路
に
送
・
配
水
管
の

布
設
を
行
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
整
備
事
業

（
下
水
道
課
）
6
億
５
９
７
２
万
円

　

下
水
道
計
画
は
、
昭
和
52
年
に
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
「
峡
東
流
域
下
水
道

計
画
」
の
関
連
公
共
下
水
道
と
し
て
計

画
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
市
全
体
計
画
は
３
２
９
９
・

2
ha
、
事
業
認
可
面
積
は
２
５
１
２
・

8
ha
で
す
。
平
成
24
年
度
末
累
計
で
約

１
９
5
１
ha
の
整
備
を
完
了
し
、
普
及

率
は
59
・
4
％
で
す
。
現
計
画
に
お
け

る
完
了
年
次
は
平
成
32
年
度
を
予
定
と

し
て
い
ま
す
が
、
計
画
書
通
り
の
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
厳
し
い

た
め
、
整
備
計
画
の
見
直
し
を
図
っ
て

い
ま
す
。

公
営
住
宅
維
持
管
理
事
業
【
老
朽
化

住
宅
の
改
修
】（
管
理
総
務
課
）

1
億
4
6
5
1
万
円

　

住
居
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
救
済

策
）
と
し
て
、
安
価
な
家
賃
で
快
適
な

生
活
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、
維
持

管
理
・
改
善
・
建
て
替
え
を
進
め
、
既

存
公
営
住
宅
等
の
資
産
を
長
寿
命
化
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
八
代
定
住
促
進

住
宅
浴
室
改
善
・
駐
車
場
整
備
、
そ
の

他
団
地
の
屋
根
防
水
な
ど
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
く
、安
心
し
て

健
や
か
に
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

環
境
に
や
さ
し
く
、安
心
し
て

健
や
か
に
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
自
分
ら
し
い
生
活
を
地
域
で
営
む
こ

と
が
で
き
る
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
と
し
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
で
、
快
適
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

災
害
に
強
い

安
全
な
備
え
づ
く
り

命
を
守
り
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
し
く
み
づ
く
り

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
生
活

環
境
づ
く
り
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八代ふるさと公園整備事業
 【新たな観光拠点の創出】
八代ふるさと公園整備事業
 【新たな観光拠点の創出】

平成25年度には、駐車場等施設整備や植栽を行い、
拡張整備を完了する予定です。
平成25年度には、駐車場等施設整備や植栽を行い、
拡張整備を完了する予定です。

保
育
所
運
営
事
業
【
安
全
安
心
な
保

育
環
境
を
目
指
し
て
】（
保
育
課
）

   19
億
8
8
4
6
万
円

　

公
立
保
育
所
14
施
設
お
よ
び
私
立
保

育
園
10
施
設
で
保
育
所
運
営
、
保
育
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
保
育
に
加

え
、
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
保
育
な

ど
の
特
別
保
育
は
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら
、
実
施
す
る
保
育
所

を
適
切
に
配
置
し
、
受
け
入
れ
態
勢
を

整
備
し
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
対
策
事
業

（
高
齢
福
祉
課
）

   28
万
円

　

高
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症
高
齢
者
は

今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を

持
ち
、
地
域
全
体
で
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
背
景
を

踏
ま
え
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
支

援
・
認
知
症
予
防
活
動
の
推
進
・
普
及

啓
発
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
事

業
（
介
護
保
険
課
）

4
億
3
9
5
4
万
円

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
快
適
に
生
活
を
送
る
こ
と
を
支
え

る
た
め
、
市
で
指
定
し
た
事
業
所
の
利

用
者
を
対
象
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

給
付
事
業
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
2
施
設
が
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
に
は
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
を
１
カ

所
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所

１
カ
所
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

障
害
者
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
事

業
、
障
害
児
通
所
給
付
事
業
（
福
祉

総
務
課
）
8
億
5
7
9
8
万
円

　

法
律
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
い
、
障
が
い
児
・
者
の
自
立
を
支
援

し
ま
す
。
法
令
の
一
部
改
正
等
に
よ

り
、
平
成
24
年
度
か
ら
相
談
支
援
体
制

の
充
実
や
障
害
児
支
援
の
強
化
な
ど
、

新
た
な
体
系
へ
の
見
直
し
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

制
度
の
枠
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
等

が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
こ
と
か

ら
、
市
民
、
対
象
者
へ
の
周
知
と
啓
発

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
賦
課
徴
収
事
業
（
国

民
健
康
保
険
課
）
7
8
3
万
円

　

高
齢
化
や
医
療
の
進
歩
に
よ
り
医
療

費
は
増
加
す
る
一
方
、
経
済
不
況
に
よ

る
所
得
の
減
少
な
ど
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
税
の
収
納
額
が
低
下
す
る
な
ど
、

国
民
健
康
保
険
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
国
民

健
康
保
険
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
ま

す
。

生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
促
進
事
業

（
生
活
援
護
課
）
2
9
5
万
円

　

厳
し
い
雇
用
環
境
が
続
く
な
か
、
生

活
保
護
受
給
者
や
生
活
困
窮
者
に
お
い

て
も
就
労
は
、
よ
り
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

経
済
的
自
立
の
促
進
に
は
就
労
の
確

保
が
と
て
も
重
要
で
す
。
就
労
可
能
な

方
に
対
し
、
就
労
支
援
員
に
よ
る
助
言

や
指
導
お
よ
び
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の

連
携
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な
就
労
支

援
を
行
い
ま
す
。

ご
み
減
量
化
推
進
事
業

（
環
境
推
進
課
）
3
0
9
万
円

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
減

量
に
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
環
境

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
可
燃
ご

み
中
に
含
ま
れ
る
割
合
が
高
い
「
生
ご

み
」
の
資
源
化
推
進
の
た
め
、
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
費
の
補
助
や

E
M
菌
を
使
っ
た
ボ
カ
シ
製
造
団
体
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
の
生
ご
み
堆
肥
化
モ

ニ
タ
ー
へ
の
材
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
可
燃
ご
み
53
％
減
量
達
成
の

た
め
、
各
地
区
へ
の
説
明
会
、
市
内
大

型
店
舗
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
分

別
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
す
。

ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
・
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
回
収
事
業
（
環
境
推
進
課
）

1
3
0
7
万
円

　

可
燃
ご
み
に
混
入
し
て
い
る
ミ
ッ
ク

ス
ペ
ー
パ
ー
と
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
分
別
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
処
理

時
の
環
境
へ
の
負
担
軽
減
と
資
源
の
再

利
用
等
を
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
の
予
防
接
種
事
業
（
健
康
づ

く
り
課
）
1
億
8
9
6
1
万
円

　

定
期
お
よ
び
任
意
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化
を

防
ぐ
た
め
定
期
接
種
が
全
額
費
用
助
成

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
ロ
タ
ウ
ィ

ル
ス
・
水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
任
意

接
種
が
一
部
費
用
助
成
さ
れ
ま
す
。
接

種
率
向
上
の
た
め
、
予
診
票
を
個
別
通

知
す
る
と
と
も
に
各
健
診
で
接
種
状
況

を
確
認
し
、
接
種
忘
れ
が
な
い
よ
う
指

導
し
ま
す
。

子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
金
支

給
事
業
（
児
童
課
）

3
億
4
1
4
4
万
円

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
促

し
、
子
ど
も
の
健
康
増
進
と
子
育
て
家

庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

に
、
助
成
対
象
年
齢
を
小
学
校
6
年
生

（
12
歳
）
か
ら
中
学
校
3
年
生
（
15
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31

日
）
ま
で
に
拡
大
し
て
、
医
療
費
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

暮
ら
し
の
基
礎
を
支
え
る

安
心
な
し
く
み
づ
く
り

美
し
い
環
境
を
大
切
に
す
る

社
会
づ
く
り

障
が
い
者
の
自
立
を

　

支
援
す
る
環
境
づ
く
り

健
や
か
で
生
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り

安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
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国
民
文
化
祭
事
業
（
生
涯
学
習
課
）

1
7
7
8
万
円

　

富
士
の
国
や
ま
な
し
国
民
文
化
祭
２

０
１
３
に
お
い
て
、
市
の
主
催
事
業
と

し
て
、
夏
の
ス
テ
ー
ジ
「
い
さ
わ
鵜
飼
」

を
は
じ
め
、
秋
の
ス
テ
ー
ジ
「
文
芸
祭

俳
句
大
会
」
や
「
現
代
詩
の
祭
典
」、「
甲

斐
国
千
年
の
都
の
文
化
財
巡
り
」
お
よ

び
「
い
に
し
え
の
華
|
や
ま
な
し
の
縄

文
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

図
書
館
管
理
運
営
事
業
（
図
書
館
）

3
9
2
5
万
円

①
貸
出
・
返
却

②
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
学
習
・
調
査
な
ど

へ
の
情
報
提
供
）

③
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」、
館
内
で
の
読

み
聞
か
せ
、
保
育
園
・
学
校
等
に
出

向
い
て
の
お
話
し
会
や
館
外
貸
し
出

し
、
子
ど
も
の
た
め
の
図
書
館
講
座
、

小
学
校
新
入
生
へ
の
図
書
館
カ
ー
ド

プ
レ
ゼ
ン
ト

④
地
域
・
病
院
・
福
祉
施
設
等
に
出
向

い
て
の
お
話
し
会
や
館
外
貸
し
出
し

⑤
大
人
の
た
め
の
図
書
館
講
座

　

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

文
化
財
活
用
事
業
（
文
化
財
課
）

2
4
8
万
円

　

小
中
学
生
向
き
に
市
の
動
植
物
を
紹

介
す
る
冊
子
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、

平
成
24
年
度
ま
で
に
作
成
し
た
市
の
埋

蔵
文
化
財
を
紹
介
す
る
エ
リ
ア
マ
ッ

プ
・
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
を
郷
土
館
等
で

配
布
し
、
史
跡
巡
り
な
ど
で
活
用
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
国
民
文
化
祭
で
は

岡
銚
子
塚
古
墳
・
甲
斐
国
分
寺
跡
等
を

県
内
外
に
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

史
跡
甲
斐
国
分
寺
跡
整
備
事
業

（
文
化
財
課
）
1
9
0
万
円

　

甲
斐
国
分
寺
跡
お
よ
び
国
分
尼
寺
跡

の
発
掘
調
査
の
成
果
を
基
に
平
成
25
年

度
は
当
時
の
国
分
寺
の
様
子
を
、
分
か

り
や
す
く
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
方
法
等
、
基
本
プ
ラ
ン
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
の
会
場
地
で
も
あ
り
甲

斐
国
分
寺
跡
を
県
内
外
に
P
R
し
ま

す
。

学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
具
現
化
事
業

（
学
校
教
育
課
）
3
7
8
万
円

　

市
に
お
け
る
学
校
教
育
の
基
本
指
針

と
な
る
「
笛
吹
市
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
、
平
成
20
年
策
定
当
初
の
計
画
ど
お

り
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
具
現
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

指
導
主
事
を
配
置
し
、
県
教
委
や
各
小

中
学
校
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
標
準
学
力
検
査
（
N
R
T
）
の

結
果
を
分
析
し
各
校
へ
情
報
提
供
し
た

り
、
教
師
力
向
上
の
た
め
の
各
種
研
修

会
や
保
幼
小
中
高
連
携
会
議
を
実
施
し

ま
す
。

芦
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
改
築

事
業
（
教
育
総
務
課
）

7
7
2
0
万
円

　

現
在
の
屋
内
運
動
場
は
、
新
耐
震
基

準
に
適
合
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災

害
時
の
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
耐
震
改
築
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
等
も

行
う
こ
と
に
よ
り
、
小
学
校
の
全
体
的

な
教
育
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
26
年
度
予
算　

2
億
7
1
8
0
万
円
）

石
和
中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業

【
    25
年
度
給
食
棟
改
築
】（
教
育
総
務
課
）

4
億
5
9
6
4
万
円

　

石
和
中
学
校
北
館
校
舎
お
よ
び
給
食

棟
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
と
と
も
に
構

造
的
に
も
問
題
（
各
棟
の
往
来
に
支
障

が
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
型
校

舎
）
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
や
調
理
衛
生
環
境
を
改
善

す
る
た
め
、
北
館
校
舎
お
よ
び
給
食
棟

の
改
築
を
行
い
ま
す
。

○
25
年
度　

給
食
棟
改
築
、
仮
設
校
舎

建
築

○
26
年
度　

北
館
校
舎
改
築
等
（
13
億

７
２
１
６
万
円
）

子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
尊
重

す
る
学
校
づ
く
り

地
域
の
文
化
を
育
み
伝
え
る

環
境
づ
く
り

い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ

で
も
学
べ
る
環
境
づ
く
り
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石
和
中
学
校
北
館
校
館
校
舎
お
舎

よ
び
給
食

つ
い
て
は
、
老
朽
化
と
と
も
に
構

個
性
輝
く
人
々
が
育
ち
、

　
　
　
　

活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

個
性
輝
く
人
々
が
育
ち
、

　
　
　
　

活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、
生
き
る
力
、
学
ぶ
力
の
あ
る
子
ど
も
を
育
む
と
と
も
に
、
市
民
が
地
域
の
歴
史
・
風
土
を
知

り
、
ま
た
、
多
様
な
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
中
で
、
自
ら
の
生
き
が
い
と
地
域
の
誇
り
が
培
わ
れ
る
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。



将
来
像
実
現
に

　
　

向
け
た
取
り
組
み

将
来
像
実
現
に

　
　

向
け
た
取
り
組
み

　

今
後
は
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
つ
く
る
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
市
民
と

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
、
か
つ
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
健
全
で
安
定
し
た
行
政
基
盤
を
つ
く
る
た
め
、
効
率
的
で
効
果
的

な
地
域
経
営
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
【
市
民
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
支
援
】（
市
民

活
動
支
援
課
）
1
4
7
7
万
円

　

市
民
の
社
会
貢
献
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
助
成
事
業
の
実
施
、
活
動
支
援
講

座
・
地
域
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
開
催
、
市
民
活
動

サ
ロ
ン
「
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
広
場
」
の
開

設
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
笛
吹
」
の

運
用
や
情
報
誌
「
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
通
信

」
の
発
行
に
よ
り
、「
協
働
」
へ
の
理

解
と
実
践
を
図
り
ま
す
。

電
子
市
役
所
構
築
事
業
【
信
頼
で
き

る
電
子
市
役
所
の
構
築
】

（
情
報
政
策
課
）
2
7
6
3
万
円

　

電
子
自
治
体
と
し
て
の
行
政
機
能
を

高
め
る
た
め
、
市
内
7
カ
所
に
証
明
書

自
動
交
付
機
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

県
内
市
町
村
と
共
同
で
、
電
子
申
請
受

付
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
ま

た
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
広
域
交

付
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

親
し
み
や
す
く
機
能
的
な

市
役
所
づ
く
り
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